2014年3月12日


CCMワーキンググループ 企画書

(1) ワーキンググループの名称
CCMワーキンググループ

(2) ワーキンググループの目的
CSAグローバルのCloud Control Matrix (CCM)の日本語化について、その監修および一般への公開を行う。また、日本語版をベースに、日本の法令、標準、基準のCCMへのマッピングを行うと共に、日本におけるCCMの展開のための啓発活動を推進することを目的とする。

(3) ワーキンググループの設置理由・背景等
CCMは、今まで1.1,　1.2,　1.4の日本語版をCSA-JCのホームページから公開しました。また、3.0の日本語版も2014年3月11日に公開しました。CCM本体では、3.1の作成が進行中であり、CSA-JCとして正式にワーキンググループを設置し、CCMの定常的な日本語化、CCMの日本化としての各種法令のマッピング、および、CCMのガイドラインの作成を行い、広く日本におけるCCMの展開を推進していく。
(4) ワーキンググループの調査研究対象範囲または対象とする項目
本ワーキンググループは、CSAグローバルのCCMを元に、以下を対象とする。
①CCMの日本語化、および、日本語版の監修
②CCMの日本の法令、標準、基準へのマッピング
③CCMのガイドラインの作成
④CCMの日本における啓発活動の実施
⑤CSAグローバルのCCMに対する日本の視点に立ったピアレビューの実施およびフィードバックの提供
(5) ワーキンググループの目標成果物
①日本語版CCM：　一般公開
②日本版CCM（CCMの日本の法令、標準、基準へのマッピング）：　CSA-JC内公開
③CCMガイドライン：　一般公開/CSA-JC内公開
(6) CCMワーキンググループ・メンバー
活動期間中、Cloud Security Alliance/Cloud Security Alliance Japan ChapterのLinkedIn登録メンバーで、CCMの翻訳および日本版作成に関心のあるユーザーを随時募集する。メンバーは、原則、個人会員としてCSA-JCに入会していただきますが、サポータとしての参加も認める。


(7) CCMワーキンググループへの参加方法
mmorozumi@cloudsecurityalliance.jp まで、以下の内容を記述してメールを送ってください。なお、件名に「CCM WG参加希望」と記述してください。

1. 氏名

2. 会社名あるいは所属
3. 参加資格：　CSA-JCの会員、あるいは、サポータを記述

(8) ワーキンググループの活動予定期間
本ワーキンググループは、本設置企画書に定める成果物のために、2014年4月1日から2015年5月31日まで活動し、その時点で次年度活動の更新を検討するものとする。

(9) CSAのグローバル活動等との関連性の有無および内容
活動期間中、CSAのグローバルレベルで実施される定期ミーティング、ドキュメント類作成・ピアレビュー、イベント・PR告知等を積極的にサポートする。
本ワーキンググループにおけるコミュニケーションは、日本語および英語を使用する。
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